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CPK値 (Creatine Phosphokinase) の経時的測定により梗塞心筋量を算出し，梗塞心筋量と以下
の 5 項目との関連性を調べた。①心不全合併の有無，② 1 年死亡率，③左室造影より得られた左室駆
出分画 (EF)，④心係数 (CI) ，⑤左室拡張終期圧 (LVEDP)o
〔方法ならびに成績〕









ここで梗塞心筋から血中への総CPK遊出量はお( t) の時間積分であり，次式であらわされる o
Jct f (t) dt= E ( t ) +K 刀 E (t) dt 
(3) 梗塞心筋量と心機能との関係:全例について梗塞心筋量と心不全の重症度および 1 年死亡率との
関係を検討した。さらに病状の安定期に左室造影 (LVG) を施行し得た33例について，梗塞心筋量と








(r=0.68 , Pく 0.01) ，梗塞心筋量と左室造影から得られた非収縮部の大きさとがほぼ比例すること
が示された。前壁梗塞では，梗塞心筋量がdyskinesis (1188.4:1143. 0 IU/m~ ， mean 土 SE) ， akineｭ
sis (955.3'":1:170.6 IU/~) ， hypokinesis (532.0 ::l: 112.4.IU/~) の順に大きく，大きい梗塞程強い
asynergy を呈した。しかし，下壁梗塞では， dyskinesis を呈する例はなく，血行力学的に障害度が
小さいことが示唆された。梗塞部位によらず梗塞心筋量は左室駆出分画と高い相関関係を示し(前壁

















血清 CPK値より梗塞心筋量を求める方法は，心電図， RI シンチグラムなどの従来の方法に比し，
簡便かっ高精度で、あり，定量性にも優れ，発症早期に測定可能である利点、を有し，今後日常臨床への
応用が期待できる。
梗塞心筋量と心機能との関係については 本論文により梗塞心筋量が心筋梗塞急性期の心機能およ
び予後を規定する重要な関与因子であることが明らかにされ，梗塞心筋量を求めることが病態の把握，
治療方針の決定，予後予測に有用であることが判明した。
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